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第20号

平
成
23
年
第
１
回
臨
時
会

◎
平
成
23
年
第
１
回
臨
時
会
は
、

１
月
21
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
第
１
回
定
例
会（
３
月
）

◎
平
成
23
年
第
１
回
定
例
会
は
、

３
月
３
日
か
ら
18
日
ま
で
の
16

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

◎
第
１
回
定
例
会
で
は
、
平
成
23

年
度
予
算
８
件
、
平
成
22
年
度

補
正
予
算
９
件
及
び
条
例
の
一

部
改
正
、制
定
な
ど
計
30
件
（
請

願
２
件
含
む
）
の
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
各
議
案
に
つ
い

て
、
予
算
特
別
委
員
会
及
び
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
慎
重

な
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
の
概
要 

Ｐ
２

一
般
質
問 

Ｐ
５

主
な
内
容も

く

じ

鯉のぼり（押砂地先）

平
成
平
成
2323
年
第
１
回
定
例
会
及
び

年
第
１
回
定
例
会
及
び

第
１
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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会
期
・
日
程

会
期
・
日
程

●
１
月　

臨
時
会
●

21
日
（
金
） 

本
会
議

　
議
案
の
上
程
及
び
説
明
、
質
疑
、
討
論
、
採
決

●
３
月　

定
例
会
●

３
日
（
木
） 
本
会
議

　

開
会
、
会
期
の
決
定

　
施
政
方
針
、
議
案
の
上
程
及
び
説
明

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
議
員
一
般
選
挙 

 

４
日
（
金
） 

本
会
議

　

一
般
質
問  

７
日
（
月
） 

本
会
議

　

一
般
質
問

　

議
案
に
対
す
る
質
疑 

　

予
算
特
別
委
員
会
の
設
置 

議
案
の
委
員
会
付
託 

８
日
（
火
） 

常
任
委
員
会

　
総
務
常
任
委
員
会
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会

９
日
（
水
） 

常
任
委
員
会

　

経
済
常
任
委
員
会

11
日
（
金
） 

特
別
委
員
会

　

予
算
特
別
委
員
会

14
日
（
月
） 

特
別
委
員
会

　

予
算
特
別
委
員
会

15
日
（
火
） 

特
別
委
員
会 

　

予
算
特
別
委
員
会 

 

18
日
（
金
） 

本
会
議

　
委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決

　

閉
会
中
の
継
続
審
査
・
調
査

　

閉
会

平成23年　第１回臨時会　　議決一覧表平成23年　第１回臨時会　　議決一覧表
議 案 番 号 議　案　名 議案の概要 結 果

議 案 第 1 号 工事請負契約の変更につ
いて

幼児施設（幼稚園兼保育所）建設整備工事請
負契約の内容を一部変更するに当たり、地方
自治法の規定により提案するものです。 原案可決

議 案 第 2 号 平成22年度つくばみらい市
一般会計補正予算（第７号）

歳入歳出それぞれ９千953万８千円を追加し、予
算の総額を160億19万４千円とするものです。

議 案 番 号 議　案　名 議案の概要 結 果

報 告 第 1 号 専決処分の報告について
（第１号）

固定資産税家屋調査瑕
か し

疵による家屋床損傷事故
の損害賠償の額を定めたことについて報告する
ものです。

報 告

議 案 第 3 号 つくばみらい市男女共同
参画都市宣言

男女共同参画社会の実現は、21 世紀の我が
国社会を決定する最重要課題です。実現に向
けては、国や自治体による様々な取り組みに
加えて、市民の生活に身近な地域社会から、
男女共同参画が進められる必要があります。
そのため、市では、男女共同参画社会の実現
に向けて「つくばみらい市男女共同参画推進
条例」を制定しました。この条例の制定に伴
い、広く市内外に市の姿勢を公表し、市全体
の男女共同参画意識の高揚を図るため、男女
共同参画都市を宣言するものです。 原案可決

議 案 第 4 号

つくばみらい市特別職の
職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条
例

近隣市町村との均衡を考慮すると共に、厳し
い市の財政状況に鑑み、安定した行財政運営
の一助として、つくばみらい市特別職の職員
で非常勤のものの費用弁償額を減額するた
め、条例の一部を改正するものです。

議 案 第 5 号
つくばみらい市長等の給
料の特例に関する条例の
一部を改正する条例

厳しい市の財政状況に鑑み、安定した行財政
運営の一助として、市長を始めとした常勤特
別職の給料の減額期間の延長をするため、条
例の一部を改正するものです。

平成23年（３月）　第１回定例会　　議決一覧表平成23年（３月）　第１回定例会　　議決一覧表
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議 案 番 号 議　案　名 議案の概要 結 果

議 案 第 6 号

つくばみらい市都市計画
税条例及びつくばみらい
市税条例の一部を改正す
る条例

地方税法の一部改正に伴い、「市都市計画税
条例」の一部を改正するもの及び平成 23年
度から都市計画税が課税されることに伴い、
「市税条例」の一部を改正するものです。

原案可決

議 案 第 7 号 つくばみらい市手数料条
例の一部を改正する条例

地方自治法及び茨城県知事の権限に属する事務
の処理の特例に関する条例に基づき、市長に権
限を移譲して行う火薬類取締法第17条第１項及
び第25条第１項に係る許可申請手数料を加える
ことに伴い、条例の一部を改正するものです。

議 案 第 8 号
つくばみらい市医療福祉
費支給に関する条例の一
部を改正する条例

本条例の法令根拠である県制度及び福祉対策
実施要領の一部が改正されたことに伴い、妊
産婦医療費助成制度の手続き見直しに対応す
るもの及び外来自己負担金の助成を廃止し、
小児医療費助成制度の所得制限を撤廃すると
共に対象年齢を小学校６年生まで拡大するこ
とに伴い、条例の一部を改正するものです。

議 案 第 9 号

つくばみらい市消防団員
の定員、任免、給与、服
務等に関する条例の一部
を改正する条例

消防団の組織の活性化や安全で安心なまちづ
くりの一環として、女性の持つソフトな面を
活かし、住宅用火災警報器の普及促進等の火
災予防運動や広報活動、住民に対する防災教
育及び応急手当の普及指導等の活動を行うた
め、女性消防団員 20人を増員することに伴
い、条例の一部を改正するものです。

議案第 10号 市道路線の認定について 28路線を市道として管理するものです。

議案第 11号 市道路線の廃止について 用途廃止に伴う路線変更があるため、７路線
を廃止するものです。

議案第 12号 平成22年度つくばみらい市
一般会計補正予算（第８号）

歳入歳出それぞれ４億１千 996 万４千円を
追加し、予算の総額を 164億２千 15万８千
円とするものです。

議案第 13号
平成 22年度つくばみらい
市国民健康保険特別会計
補正予算（第４号）

歳入歳出それぞれ８千 376 万５千円を追加
し、予算の総額を 48億４千 335万７千円と
するものです。

議案第 14号
平成 22年度つくばみらい
市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ 311 万２千円を追加し、
予算の総額を２億６千 881 万３千円とする
ものです。

議案第 15号
平成 22年度つくばみらい
市介護保険特別会計補正
予算（第３号）

歳入歳出それぞれ９千 339 万８千円を追加
し、予算の総額を 22億９千 209万２千円と
するものです。

議案第 16号
平成 22年度つくばみらい
市公共下水道事業特別会
計補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ 200 万円を減額し、予算
の総額を 10億２千 869万１千円とするもの
です。

議案第 17号
平成 22年度つくばみらい
市農業集落排水事業特別
会計補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ 323 万円を減額し、予算
の総額を６億５千 435 万９千円とするもの
です。

議案第 18号
平成 22年度つくばみらい
市市営分譲住宅特別会計
補正予算（第２号）

繰越金の増額に伴う繰入金の減額を行うもの
です。（財源内訳の変更）
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議 案 番 号 議　案　名 議案の概要 結 果

議案第 19号
平成 22年度つくばみらい
市水道事業会計補正予算
（第３号）

収益的収入及び支出で、支出を１千 304
万９千円減額し、10億１千 216 万７千円と
するものです。

原案可決

議案第 20号 平成 23年度つくばみらい
市一般会計予算

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ
166億 775万円とするものです。

議案第 21号 平成23年度つくばみらい市
国民健康保険特別会計予算

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ
49億３千 608万８千円とするものです。

議案第 22号
平成 23年度つくばみらい
市後期高齢者医療特別会
計予算

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ
２億８千 289万７千円とするものです。

議案第 23号 平成 23年度つくばみらい
市介護保険特別会計予算

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ
23億３千 89万４千円とするものです。

議案第 24号 平成23年度つくばみらい市
公共下水道事業特別会計予算

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ
11億１千 287万９千円とするものです。

議案第 25号
平成 23年度つくばみらい
市農業集落排水事業特別
会計予算

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ
５億１千 40万３千円とするものです。

議案第 26号 平成23年度つくばみらい市
市営分譲住宅特別会計予算

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ
５千 263万２千円とするものです。

議案第 27号 平成 23年度つくばみらい
市水道事業会計予算

収益的収入及び支出で、収入を 10 億９千
135万２千円とする。支出を 10億３千 209
万円とする。資本的収入及び支出で、収入を
11 億７千 724 万９千円とする。支出を 13
億８千 923万７千円とするものです。

議案第 28号
つくばみらい市部設置条
例等の一部を改正する条
例

市長の権限に属する事務の分掌について、重
要施策等の総合調整の強化を図るため、市長
部局に新たに市長公室を設置するに当たり、
条例の一部を改正するものです。

議案第 29号 平成22年度つくばみらい市
一般会計補正予算（第９号）

嘱託の幼稚園教諭の募集に当たり、人材紹介業
務委託料の債務負担行為補正を行うものです。

番 　 号 請願・陳情名 結　　 果
請 願 第 1 号 保育制度改革に関する意見書提出を求める請願書 継続審査請 願 第 2 号 八ッ場ダム等水源開発の検証検討について

選 挙 番 号 選　挙　名 選挙の概要 結 果

選 挙 第 1 号
茨城県後期高齢者医療広
域連合議会議員の一般選
挙について

平成 23 年３月 19 日の任期満了に伴い、茨
城県後期高齢者医療広域連合規約の規定によ
り選挙を行うものです ｡

当 選

選
挙
第
１
号

茨
城
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合

議
会
議
員
一
般
選

挙
　

各
市
町
村
選
出
の
茨

城
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員
が

任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
同
広
域
連
合
規
約

の
規
定
に
よ
り
議
会
に

お
い
て
選
挙
を
行
い
、

次
の
方
が
当
選
し
ま
し

た
。海

老
原　
　

弘議
員

人

事

人

事

紹

介

紹

介
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●
海
老
原
議
員　

本
市
上

小
目
に
建
設
中
の
幼
稚
園
保

育
所
一
体
型
施
設
の
新
築
工

事
に
当
た
り
、
工
事
請
負
契

約
の
変
更
に
つ
い
て
の
議
案

が
上
程
さ
れ
説
明
が
あ
っ
た

が
、
改
め
て
順
序
だ
て
て
説

明
願
い
た
い
。
確
認
申
請
の

許
可
図
面
で
は
な
く
、
別
の

図
面
が
施
行
業
者
に
渡
っ
た 一

般
質
問
の
質
問
要
旨
に
つ
い
て
は
、

議
員
本
人
の
要
約
に
よ
る
も
の
で
す
。

定
例
市
議
会
に
お
け
る

一
般
質
問
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

海老原　弘　議員

幼児施設建設整備工事に
ついて

と
い
う
説
明
を
受
け
た
が
、

私
は
理
解
で
き
な
い
。
正
し

い
図
面
を
Ａ
と
し
、
正
し
く

な
い
図
面
を
Ｂ
と
す
る
。
市

当
局
に
提
出
さ
れ
た
図
面
に

よ
っ
て
入
札
が
行
わ
れ
る
の

が
順
当
で
あ
る
が
、
Ｂ
の
図

面
で
施
行
業
者
の
入
札
を
行

い
、
市
当
局
に
も
Ｂ
の
図
面

が
あ
っ
た
。
で
は
、Ａ
の
図
面
、

正
し
い
図
面
が
ど
こ
に
あ
っ

た
の
か
と
い
う
と
、
設
計
業

者
に
あ
っ
た
。
11
月
２
日
の

検
査
で
、
耐
震
強
度
の
数

値
が
出
な
い
こ
と
が
判
明

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
市

は
責
任
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

●
教
育
長　

工
事
契
約
の

変
更
の
原
因
は
、
設
計
業

者
の
図
面
の
差
し
か
え
漏

れ
で
、
建
築
確
認
を
受
け

た
地
中
は
り
図
面
と
、
工

事
を
発
注
す
る
時
に
示
し

た
地
中
は
り
図
面
の
１
枚

が
、
差
し
違
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

原
因
者
で
あ
る
設
計
業
者
が
、

変
更
に
関
連
す
る
工
事
費
等

の
一
切
の
経
費
を
負
担
し
て
、

建
築
物
の
仕
様･

構
造
部
分

の
瑕か

し疵
に
つ
い
て
、
10
年
間

瑕
疵
負
担
責
任
を
負
う
こ
と

と
し
た
。
な
お
、
こ
の
設
計

業
者
に
つ
い
て
は
、
市
の
要

綱
に
基
づ
き
３
ヶ
月
間
の
指

名
停
止
を
行
っ
た
が
、
二
度

と
こ
の
様
な
事
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
再
発
防
止
に
努
め
た

い
。

●
教
育
部
長　

平
成
21
年
５

月
11
日
の
実
施
設
計
業
務
委

託
の
入
札
に
よ
り
、
つ
く
ば

建
築
設
計
事
務
所
㈱
に
発
注

し
、
当
該
設
計
業
者
が
作
成

し
た
Ｂ
の
図
面
に
よ
り
構
造

計
算
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

計
算
を
満
た
し
て
い
る
Ａ
の

図
面
に
よ
り
建
築
確
認
申
請

を
提
出
し
た
。
そ
の
結
果
、

22
年
３
月
31
日
に
許
可
を
頂

い
た
が
、
22
年
６
月
10
日
の

工
事
の
入
札
に
当
た
り
、
設

計
業
者
の
差
し
か
え
漏
れ
に

よ
り
Ｂ
の
図
面
で
入
札
が
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

●
市
長　

私
も
県
の
建
築

指
導
課
、
ま
た
建
築
に
詳
し

い
方
、
最
後
に
は
顧
問
弁
護

士
と
お
会
い
し
、
最
終
的
に

20
ヶ
所
の
地
中
は
り
を
補
強

す
る
こ
と
で
完
全
に
耐
震
強

度
以
上
の
も
の
が
出
さ
れ
る

と
の
結
論
か
ら
、
子
供
達
を

預
か
る
幼
保
一
体
の
施
設
と

し
て
問
題
が
な
い
こ
と
を
確

認
し
、
了
承
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て

●
堤
議
員　

今
後
、
市
の
財

政
が
更
に
厳
し
さ
を
増
す
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
事
か
ら
、

財
源
の
確
保
、
雇
用
の
創
出

等
、
優
良
企
業
の
誘
致
を
ど

の
様
に
進
め
る
の
か
が
当
面

の
課
題
で
あ
る
。
ま
ず
、
用

地
指
定
、
地
目
変
更
等
、
見

直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

病
院
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、

難
し
い
問
題
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
今
後
、
ど
う
進
め

る
の
か
。
更
に
、
み
ら
い
平

地
域
へ
の
学
校
建
設
の
件
は

審
議
会
で
検
討
中
で
あ
る
が
、

つ
く
ば
市
で
は
Ｔ
Ｘ
沿
線
で

小
中
一
貫
校
を
５
校
建
設
す

る
と
の
事
。
当
市
も
み
ら
い

下小目に建設中の谷和原幼稚園・
谷和原第2保育所

堤　　實　議員

民間企業及び病院、学
校等、市内への誘致に
ついて
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平
地
区
に
小
中
一
貫
校
を
建

設
し
て
ほ
し
い
が
、
そ
の
方

針
は
。
企
業
誘
致
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
市
で
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
当
市
で

は
谷
和
原
イ
ン
タ
ー
付
近
、

筒
戸
地
区
、
今
後
は
福
岡
地

区
か
ら
み
ら
い
平
を
通
っ
て

小
張
、
そ
れ
か
ら
板
橋
、
野

堀
方
面
は
地
盤
が
し
っ
か
り

し
て
お
り
企
業
誘
致
に
適
し

て
い
る
。
部
長
及
び
市
長
の

見
解
を
頂
き
た
い
。

●
市
長　

病
院
の
誘
致
に
つ

い
て
は
、医
療
圏
の
基
準
ベ
ッ

ト
数
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
超
え
る
入
院
施
設
を

擁
す
る
病
院
の
開
設
や
病
床

数
の
増
加
は
認
め
ら
れ
て
い

な
い
が
、
同
じ
医
療
圏
で
の

病
床
数
の
移
動
は
可
能
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
昨
年
、
県
知

事
に
当
市
の
実
情
を
伝
え
、

要
望
書
を
提
出
さ
せ
て
頂
い

た
。
次
に
、
み
ら
い
平
地
域

へ
の
学
校
建
設
に
つ
い
て
は
、

３
月
中
に
方
針
を
出
し
た
い
。

最
後
に
、
企
業
誘
致
に
つ
い

て
は
、
工
業
団
地
の
よ
う
な

土
地
造
成
に
は
莫
大
な
費
用

を
要
し
、
県
内
の
幾
つ
か
の

土
地
開
発
公
社
が
、
債
務
超

過
に
陥
り
解
散
し
て
い
る
実

情
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
市

に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
方

法
で
誘
致･

立
地
を
図
る
べ

き
か
模
索
し
て
い
る
所
で
あ

る
。

●
市
民
経
済
部
長　

企
業
誘

致
を
進
め
る
に
は
、
他
の
自

治
体
と
の
差
別
化
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
当
市
は
、
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
に

よ
り
、
都
心
か
ら
近
く
な
っ

た
事
や
、
み
ら
い
平
近
辺
の

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
計
画
が
あ
り
、
Ｐ
Ｒ
を

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
用

地
場
所
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

上
下
水
道
の
整
備
が
必
要
で
、

今
の
計
画
を
最
大
限
有
効
に

使
っ
て
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

図
り
た
い
。
な
お
、
業
種
に

つ
い
て
は
、
環
境
優
先
で
考

え
て
い
き
た
い
。

●
教
育
長　

み
ら
い
平
地
域

へ
の
学
校
建
設
に
つ
い
て
は
、

３
月
の
義
務
教
育
施
設
適
正

配
置
審
議
会
で
意
見
書
を
出

し
て
頂
き
、
教
育
委
員
会
に

お
い
て
も
決
定
を
し
て
、
建

設
す
る
方
向
で
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
中
山
議
員　

市
長
就
任

後
、
約
１
年
が
過
ぎ
た
現
在
、

今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
、

次
の
項
目
に
沿
っ
て
具
体
策

を
お
聴
き
し
た
い
。
ま
ず
自

主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、

現
在
の
自
主
財
源
比
率
は
予

算
規
模
に
対
し
43
・
９
％
で
、

安
定
し
た
財
政
運
営
を
目
指

す
に
は
比
率
を
高
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
次
に
歳
出

の
抑
制
に
つ
い
て
、
新
規
事

業
を
進
め
る
に
は
行
財
政
改

革
、
特
に
事
業
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
地
方
債
、
公
債
費
の
推

移
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
頃

ま
で
に
合
併
特
例
債
も
含
め
、

新
た
に
約
１
５
０
億
円
の
地

方
債
発
行
が
見
込
ま
れ
る
が
、

公
債
費
の
増
加
と
併
せ
対
応

と
考
え
方
を
。
次
に
医
療
、

介
護
、
扶
助
費
な
ど
社
会
保

障
費
の
伸
び
に
対
し
、
抑
制

策
も
含
め
た
対
応
は
如
何
か
。

最
後
に
任
期
中
の
行
財
政
運

営
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
選

挙
公
約
、
現
況
も
踏
ま
え
総

合
的
に
お
聴
き
し
た
い
。

●
市
長　
自
主
財
源
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
み
ら
い
平
地
区
の
人

口
増
に
よ
る
市
民
税
や
固
定
資

産
税
の
増
加
、
23
年
度
か
ら
導

入
す
る
都
市
計
画
税
、
市
税
等

の
収
納
率
の
向
上
を
図
っ
て
参

り
た
い
。
ま
た
、
自
主
財
源
の

画
策
と
し
て
、
企
業
誘
致
に
努

め
た
い
。
更
に
、
市
有
地
の
貸

付
け
及
び
遊
休
地
の
売
却
に
も

力
を
注
ぎ
た
い
。
加
え
て
、
現
在

は
無
料
で
貸
し
出
し
し
て
い
る

公
共
施
設
に
つ
い
て
、
受
益
者
負

担
並
び
に
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

使
用
料
を
頂
く
事
で
作
業
を
進

め
て
い
る
。
次
に
、
歳
出
の
抑

制
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
見
込

ま
れ
る
将
来
負
担
に
対
処
す
る

た
め
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る

予
算
と
し
て
、
各
事
業
の
必
要

性･

有
効
性･

効
率
性･

公
共

性
を
総
合
的
に
判
断
し
た
上
で
、

優
先
的
か
つ
重
点
的
な
事
業
を

厳
選
し
て
予
算
編
成
を
行
っ
た
。

次
に
地
方
債
、
公
債
費
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
み
ら
い
平
地
区
の

学
校
等
の
整
備
も
予
定
さ
れ
て

お
り
、
地
方
債
の
残
高
は
増
大

し
て
い
く
見
込
み
だ
が
、
今
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、

私
の
方
針
で
も
あ
る
、
次
の
世
代

に
後
回
し
に
し
な
い
決
断
を
し

た
も
の
で
、
ご
理
解
を
頂
き
た

い
。
次
に
、
社
会
保
障
費
の
増
加

対
応
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
を

抑
制
す
る
た
め
、
22
年
度
に
お

い
て
は
健
康
診
断
や
予
防
接
種

を
充
実
す
る
た
め
の
予
算
を
計

上
し
た
。
23
年
度
に
つ
い
て
は
、

が
ん
対
策
室
を
設
置
し
、
が
ん

の
予
防
や
早
期
発
見･

早
期
治

療
の
た
め
の
様
々
な
事
業
に
取

り
組
み
た
い
。
最
後
に
、
私
の

任
期
中
の
改
革
の
テ
ー
マ
と
そ

の
進
む
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て

は
、
①
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

②
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
。

③
将
来
を
展
望
し
た
広
域
的
な

ま
ち
づ
く
り
。
④
市
民
の
生
命

と
財
産
を
守
り
、
安
心
安
全
な

環
境
づ
く
り
。
⑤
基
幹
産
業
で

あ
る
農･

工･

商
業
の
振
興
を

図
り
、
ま
ち
に
活
力
と
に
ぎ
わ

い
を
創
出
す
る
。
⑥
保
健･

福

中山　栄一　議員

市の行財政運営、今後
の方向性について市長
に尋ねます
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祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
し
た
、
人
々

の
触
れ
合
え
る
ま
ち
づ
く
り
。
⑦

人
財
の
育
成
と
市
民
の
明
る
さ

が
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
。
以

上
の
七
つ
の
柱
を
掲
げ
て
お
り
、

具
体
的
に
は
、
計
画
的
、
安
定

的
な
行
政
運
営
を
実
施
し
て
い

く
た
め
に
、「
新
総
合
計
画
」
を

前
倒
し
で
策
定
し
、更
に
、ム
リ・

ム
ダ
・
ム
ラ
を
な
く
す
三
ム
主

義
を
徹
底
し
、
加
え
て
、
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置

に
よ
り
交
通
ア
ク
セ
ス
を
強
化

し
、
優
良
企
業
を
誘
致
し
て
雇

用
の
創
出
と
行
政
基
盤
の
強
化

を
図
っ
て
参
り
た
い
。

●
今
川
議
員　

市
内
小
中
学

校
の
将
来
像
に
つ
い
て
お
伺
い

し
た
い
。
義
務
教
育
施
設
適
正

配
置
審
議
会
で
い
ろ
い
ろ
審
議

し
て
い
る
中
で
、
耐
震
は
ど
う

な
の
か
。
ま
た
、
県
が
示
す
適

正
規
模
は
、
小
学
校
で
学
年
２

ク
ラ
ス
、
中
学
校
で
学
年
３
ク

ラ
ス
で
あ
る
が
、
市
内
に
何
校

あ
る
の
か
。
加
え
て
、
耐
震
診

断
を
行
っ
た
中
で
、
改
修
に
向

か
な
い
学
校
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
総
合
的
に
ど
ん
な
状

況
に
あ
る
の
か
。
そ
し
て
、
適

正
基
準
に
満
た
な
い
学
校
に
つ

い
て
は
、
統
合
と
聞
い
て
い
る

が
、
各
学
校
と
も
昔
か
ら
伝
統

が
あ
り
、統
廃
合
は
地
域
の
方
々

の
了
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
頂

き
た
い
。
な
お
、
提
案
で
あ
る

が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
導
入
し
、

過
密
と
過
疎
を
調
整
す
る
方
法

も
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
耐
震

に
つ
い
て
は
、
今
後
新
築
す
る

学
校
は
、
地
震
に
強
い
木
造
校

舎
を
考
え
て
は
ど
う
か
。
守
谷

市
で
は
進
行
中
と
聞
い
て
い
る
。

●
教
育
長　

耐
震
診
断
が
済

ん
で
い
な
い
学
校
に
つ
い
て
は
、

順
次
実
施
し
て
い
き
た
い
。
次

に
、
適
正
規
模
の
学
校
は
、
小

学
校
で
10
校
中
４
校
、
中
学
校

は
４
校
中
３
校
で
あ
る
。
次
に
、

谷
和
原
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

耐
震
の
数
値
が
低
く
、
補
強
か
、

或
い
は
改
修
か
の
境
目
の
所
で
、

今
後
、
耐
震
診
断
判
定
会
議
を

待
っ
て
、
早
い
時
期
に
検
討
し

た
い
。
最
後
に
、
統
廃
合
に
つ

い
て
は
、「
地
元
の
合
意
が
得
ら

れ
た
場
合
に
」
な
ど
の
条
件
を

付
け
て
考
え
て
い
き
た
い
。
な

お
、
木
造
校
舎
の
提
案
に
つ
い

て
は
、
当
市
は
、
ま
だ
そ
の
段

階
で
は
な
く
、
建
築
様
式
は
今

後
検
討
さ
れ
る
事
に
な
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
企
業
誘
致
に
つ
い
て

　

☆
23
年
度
予
算
に
つ
い
て

●
倉
持
議
員　

谷
井
田
地
区

の
市
街
化
区
域
で
は
、
水
田
等
が

な
く
、
も
は
や
農
業
用
と
し
て
の

役
目
が
終
わ
っ
た
用
排
水
路
が
、

計
１
千
８
７
０
ｍ
に
達
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
除
草
等
そ
れ
ら
を

管
理
し
て
い
る
地
域
住
民
の
負
担

は
、
高
齢
化
の
影
響
も
あ
り
、
す

で
に
限
界
に
達
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
近
年
で
は
複
数
の
自
治
会

か
ら
悲
鳴
の
よ
う
な
要
望
が
相
次

い
で
い
る
。
不
要
に
な
っ
た
用
水

路
は
両
側
で
幅
2.8
ｍ
、
排
水
路
も

幅
約
５
ｍ
あ
り
、
こ
れ
を
有
効
利

用
す
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
グ
レ
ー

ド
も
上
が
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
を

都
市
施
設
に
転
換
し
、
道
路
拡
幅

等
の
住
環
境
の
向
上
や
、
管
理
に

関
し
て
地
域
住
民
の
負
担
軽
減
を

図
る
べ
く
、
30
年
余
り
前
に
交
わ

さ
れ
た
覚
書
や
そ
の
後
の
協
定
書

に
基
づ
い
て
、
早
急
に
福
岡
堰
土

地
改
良
区
と
の
協
議
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
如
何
か
。

●
市
長　
今
後
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
は
、
覚
書
及
び
協
定
書
の

条
項
に
沿
い
、
農
業
用
施
設
と
し

て
不
要
と
な
っ
た
用
排
水
路
の

都
市
施
設
へ
の
転
換
、
及
び
管

理
権
の
移
譲
を
進
め
て
い
く
考

え
で
あ
る
。
ま
た
、
不
要
と
な
っ

た
小
用
水
路
敷
地
の
土
地
利
用

に
つ
い
て
は
、
谷
井
田
小
学
校
前

の
ふ
れ
あ
い
道
路
の
よ
う
に
、
整

備
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、

道
路
事
業
や
取
手
地
方
広
域
下

水
道
組
合
が
行
う
雨
水
事
業
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
有
効
活
用

し
た
い
。
な
お
、
排
水
路
の
除
草

に
つ
い
て
は
、
地
区
住
民
の
方
々

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
谷
井

田
市
街
化
区
域
内
の
排
水
路
除

草
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
昨
年
６

月
よ
り
土
地
改
良
区
と
協
議
を

進
め
て
お
り
、
今
後
、
基
本
的
に

は
、
都
市
施
設
の
機
能
を
持
つ
箇

所
は
市
が
管
理
、
農
業
施
設
の
機

能
が
残
る
箇
所
に
つ
い
て
は
土

地
改
良
区
が
管
理
す
る
方
向
で

検
討
し
て
参
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

　

☆
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
小

中
学
校
の
適
正
配
置
を

検
討
す
る
に
あ
た
っ
て

倉持　悦典　議員

市街化区域内の農業用の
用水路、排水路の維持管
理について

今川　英明　議員

市内小中学校の将来像
について

昭和57年に設置された
谷井田小学校沿道の「ふれあいの場」



8

平成23年 5月 19日発行　第20号

化
を
目
指
す
こ
と
か
ら
、
各

施
設
の
設
備
に
つ
い
て
の
点

検
ポ
イ
ン
ト
や
、
故
障
の
対

処
、
ま
た
、
清
掃
方
法
を
施

設
別
に
記
録
を
作
成
し
、
施

設
関
係
者
や
職
員
等
、
全
関

係
者
に
徹
底
し
、
今
後
の
保

全
契
約
に
役
立
て
る
こ
と
か

ら
も
、
維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

●
総
務
部
長　

市
内
の
公
共

施
設
に
つ
い
て
は
、
学
校
、

保
育
所
、
公
民
館
、
市
営
住

宅
な
ど
合
計
２
８
６
棟
で
あ

る
。
な
お
、
施
設
を
適
正
に

管
理
し
て
い
く
た
め
、
染
谷

議
員
ご
指
摘
の
維
持
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
含
め
、
ど
う

い
っ
た
管
理
方
法
が
当
市
の

施
設
に
最
も
適
し
て
い
る
の

か
調
査
研
究
を
進
め
、
施
設

を
長
く
、
そ
し
て
安
全
に
、

更
に
低
コ
ス
ト
で
、
継
続
し

て
使
用
し
て
い
く
た
め
の
方

策
を
検
討
し
て
参
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
歩
道
の
な
い
道
路
や
事

故
の
多
発
し
て
い
る
道

路
整
備
に
つ
い
て

●
坂
議
員　
活
字
を
読
む
こ
と

は
、
想
像
力
、
思
考
力
な
ど
が
養

わ
れ
、
文
化
を
継
承
し
て
い
く
上

で
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
活
字
文

化
を
大
い
に
発
展
し
て
ほ
し
い
と

思
う
わ
け
だ
が
、
現
在
、
電
子
書

籍
の
普
及
が
め
ざ
ま
し
く
、更
に
、

生
活
、
仕
事
に
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
、
こ
の
電
子
書
籍
を
貸
し

出
し
、
返
却
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
、

ウ
ェ
ブ
図
書
館
を
考
え
て
は
ど
う

か
と
思
う
。
書
籍
ス
ペ
ー
ス
も
不

要
で
、
運
営
コ
ス
ト
も
安
く
、
図

書
の
盗
難
、
破
損
、
未
返
却
等
の

損
害
額
を
ゼ
ロ
に
押
さ
え
ら
れ
、

利
用
者
数
の
ア
ッ
プ
、利
用
改
善
、

利
用
推
進
の
観
点
か
ら
十
分
導
入

す
る
価
値
は
あ
る
と
考
え
る
。
ご

所
見
を
お
伺
い
し
た
い
。

●
教
育
長　
電
子
化
さ
れ
た
資

料
は
、
利
用
す
る
道
具
と
環
境
さ

え
整
え
ば
、
紙
の
資
料
よ
り
も
柔

軟
に
利
用
で
き
る
と
い
う
利
点
が

あ
る
が
、
問
題
点
は
、
電
子
書
籍

そ
の
も
の
の
種
類
が
ま
だ
少
な

く
、
利
用
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

や
機
器
を
新
た
に
用
意
す
る
必
要

が
生
じ
て
く
る
事
で
あ
る
。ま
た
、

著
作
者
や
出
版
社
へ
の
著
作
権
上

の
権
利
を
保
護
し
、
利
益
を
還
元

で
き
る
よ
う
な
流
通
シ
ス
テ
ム
も

ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

あ
り
、
や
は
り
利
用
さ
れ
て
い
る

方
と
対
面
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
、

今
の
所
は
望
ま
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
社
会
基
盤
の
老
朽
化
に
つ
い
て

●
染
谷
議
員　

公
共
施
設
は

大
き
く
分
け
て
、
道
路
や
下

水
道
、
橋
梁
な
ど
の
土
木
系

と
、
庁
舎
や
学
校
、
保
育
所
、

公
民
館
な
ど
の
建
設
系
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
施
設
の
細

か
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
各

担
当
部
署
で
対
応
し
て
い
る

が
、
現
在
、
市
内
の
公
共
施

設
は
何
棟
あ
る
の
か
。
ま
た
、

公
共
施
設
は
市
民
の
大
事
な

財
産
で
も
あ
る
が
、
そ
の
維

持
管
理
費
は
、
今
後
、
大
き

な
負
担
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
財
政
的
な
面
か
ら
も
施

設
の
耐
用
年
数
を
延
ば
し
、

費
用
削
減
の
取
り
組
み
が
重

要
と
な
る
。
施
設
の
長
寿
命

●
川
上
議
員　
東
楢
戸
台
線
事

業
は
、
38
億
円
の
当
初
事
業
費
が

59
億
円
と
大
幅
に
増
額
さ
れ
、
市
特

例
債
事
業
の
半
分
を
占
め
る
膨ぼ

う
だ
い大
な

お
金
を
投
ず
る
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

負
担
は
一
割
と
い
う
が
、
市
の
担
う

事
業
費
は
４
億
円
近
く
、
決
し
て
少

な
い
額
で
は
な
い
。
軟
弱
地
盤
な
ど

工
事
施
工
に
あ
た
っ
て
の
問
題
も
多

く
、
特
例
債
の
有
効
期
限
平
成
27
年

ま
で
の
完
成
に
対
す
る
不
安
材
料
が

払ふ
っ
し
ょ
く拭さ
れ
な
い
中
で
、
経
済
波
及
効

果
や
市
民
に
対
す
る
利
便
効
果
な
ど

の
検
証
も
せ
ず
強
行
す
る
の
は
納
得

で
き
な
い
。
交
付
税
頼
り
で
無
理
や

り
進
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
市
政
運
営

の
大
き
な
歪ゆ

が

み
を
生
み
、
行
く
行
く

は
市
財
政
を
大
き
く
圧
迫
さ
せ
る
こ 川上　文子　議員

東楢戸台線について

染谷　礼子　議員

公共施設の維持管理に
ついて

市立図書館＜福田623番地＞（伊奈庁舎隣）

坂　　洋　議員

電子図書館について
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い
価
格
に
近
い
価
格
と
す
る
よ

う
、
県
に
強
く
要
求
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

●
市
長　

私
は
、
学
校
建
設

は
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
方
に

立
っ
て
お
り
、
そ
の
決
断
を

早
急
に
し
な
け
れ
ば
と
の
思
い

で
、
所
信
表
明
で
お
話
を
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
用
地

の
取
得
及
び
施
設
の
建
設
な
ど

に
多
額
の
経
費
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
県
と
協

議
を
重
ね
て
、
負
担
軽
減
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
教
育
長　

小
学
校
用
地

は
、
陽
光
台
と
富
士
見
ヶ
丘
の

２
ヶ
所
で
あ
る
が
、
建
設
場
所

に
つ
い
て
は
、
義
務
教
育
施
設

適
正
配
置
審
議
会
の
中
で
、
児

童
数
の
状
況
や
通
学
道
路
の

問
題
な
ど
を
勘
案
し
て
検
討

さ
れ
る
。
ま
た
、
２
年
、
３
年

後
に
小
張
小
学
校
で
の
受
け

入
れ
が
困
難
と
な
る
問
題
へ

の
対
応
で
あ
る
が
、
富
士
見
ヶ

丘
地
区
や
紫
峰
ヶ
丘
地
区
に

つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等

を
考
え
な
が
ら
、
谷
原
小
学
校

の
利
用
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

　

☆
公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

と
に
な
る
。
こ
れ
は
県
道
事
業
で
あ

り
、
県
の
責
任
で
行
う
と
い
う
本
来

の
あ
り
方
を
基
本
に
、
や
る
べ
き
か

否い
な

か
根
本
か
ら
見
直
す
べ
き
だ
。

●
市
長　

こ
の
事
業
の
推
進

は
、
合
併
の
約
束
事
で
あ
る
事
、

谷
和
原
村
の
当
時
か
ら
地
域
住
民

の
要
望
が
強
く
あ
っ
た
事
、
県
の

整
備
を
待
っ
て
も
進
ま
な
か
っ
た

事
、
更
に
は
、
福
岡
、
台
地
区
に

お
い
て
大
型
車
両
が
通
行
し
、
子

供
達
の
通
学
な
ど
に
苦
慮
し
て
い

た
事
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
、

沿
道
へ
の
企
業
誘
致
や
丘
陵
部
地

区
の
開
発
の
促
進
が
期
待
で
き
る

な
ど
の
各
議
員
か
ら
の
ご
意
見
も

頂
き
、
実
施
の
判
断
を
下
し
た
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
担
当
課
に
は

職
員
２
名
を
増
員
し
、
平
成
27
年

度
完
成
を
目
標
と
し
て
、
鋭
意
努

力
し
て
い
る
所
で
あ
る
。

●
特
定
事
業
推
進
課
長　

22

年
度
末
の
事
業
費
ベ
ー
ス
で
の

進
捗
状
況
は
約
14
％
で
、
用
地

費
ベ
ー
ス
で
は
、
用
地
買
収
面

積
14 

ha
に
対
し
６
ha
の
完
了

見
込
み
で
、
約
43
％
の
完
了
で

あ
る
。
な
お
、
工
事
そ
の
も
の

は
未
着
工
の
状
況
で
あ
る
。

●
都
市
建
設
部
長　
事
業
の

経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
は
、
平

成
21
年
度
に
茨
城
県
を
通
じ
て
専

門
の
企
業
に
委
託
を
し
て
、
費
用

便
益
の
検
証
を
実
施
し
た
。
試
算

分
析
は
４
パ
タ
ー
ン
で
行
わ
れ
、

最
大
、
費
用
の
3.9
倍
の
効
果
が
あ

る
と
の
結
果
で
、
国
の
基
準
1.0
を

超
え
る
場
合
は
、
事
業
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
費
、
対
費
用
を
検

討
し
て
も
、
1.0
及
び
2.0
以
上
で
、

一
定
の
便
益
を
得
る
こ
と
が
出
来

る
と
考
え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
市
民
の
足
の
確
保
、
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か

●
古
川
議
員　

今
議
会
で
市

長
は
、
３
月
末
ま
で
に
は
み
ら

い
平
地
区
に
小
学
校
を
建
設
す

る
か
、
結
論
を
出
す
こ
と
を
明

言
し
た
。
み
ら
い
平
地
区
に
は

２
つ
の
小
学
校
建
設
用
地
が
あ

る
が
、ど
こ
に
建
設
す
る
の
か
。

そ
の
考
え
方
を
伺
う
。
現
在
、

み
ら
い
平
地
区
の
児
童
は
９
対

１
の
割
合
で
小
張
小
と
谷
原
小

に
通
学
し
て
い
る
が
、
平
成
28

年
度
に
は
小
張
小
は
23
ク
ラ
ス

に
な
る
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、

校
舎
敷
地
内
に
新
た
な
教
室
の

増
設
は
困
難
。
新
校
舎
が
開
校

す
る
ま
で
の
間
、
増
え
続
け
る

で
あ
ろ
う
児
童
の
受
け
入
れ
は

ど
う
す
る
の
か
。
県
か
ら
購
入

す
る
学
校
用
地
の
価
格
に
つ
い

て
、
協
定
で
は
通
常
価
格
の
８

割
と
し
て
い
る
が
、
民
間
企
業

へ
の
販
売
価
格
は
か
な
り
安
く

提
供
し
て
い
る
。
無
償
か
先
買

●
横
張
議
員　

伊
奈
中
は
、

校
舎
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
間
に

中
通
川
が
通
っ
て
お
り
、
そ

の
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
直

結
す
る
橋
と
、
通
学
用
の
橋

の
２
つ
の
橋
梁
が
あ
る
。
現

在
、
中
通
川
の
河
川
改
修
が

進
行
中
で
、
当
該
箇
所
も
拡

幅
さ
れ
、
当
然
、
こ
の
２
つ

の
橋
梁
も
架
け
替
え
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
校
舎
と
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
結
ぶ
連
絡
用
橋
梁
は
、

河
川
管
理
者
の
占
有
許
可
を

取
っ
て
お
ら
ず
、
廃
止
さ
れ

る
と
聞
い
た
。
架
け
替
え
る

と
す
れ
ば
市
の
負
担
と
の
事

だ
が
、
橋
が
な
く
な
っ
た
場

古川　よし枝　議員

みらい平開発地域の小
学校建設について

小張小学校に建設されたプレハブ校舎

横張　光男　議員

伊奈中北側にある連絡
橋について
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音
声
に
よ
る
議
会
だ
よ
り

　

議
会
だ
よ
り
第
８
号
か
ら
市

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
、
音
声
に
よ
る
議

会
だ
よ
り
を
始
め
ま
し
た
。
音

声
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で

あ
る
『
朗
読
グ
ル
ー
プ
か
た

く
り
』
の
方
々
に
よ
る
も
の

で
、
活
動
は
、
声
の
広
報
と
し

て
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
「
広
報

つ
く
ば
み
ら
い･

議
会
だ
よ

り･

社
協
だ
よ
り
」
な
ど
の
音

声
訳
を
行
っ
て
お
り
、
社
会
福

祉
協
議
会
を
窓
口
に
目
の
不
自

由
な
方
々
を
対
象
に
、
無
料
で

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
貸
し
出
し

を
し
て
い
ま
す
。
音
声
に
よ
る

議
会
だ
よ
り
は
、
お
借
り
し
た

テ
ー
プ
を
デ
ジ
タ
ル
変
換
し
て

作
成
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

聴
き
く
だ
さ
い
。

合
、
生
徒
は
体
育
や
部
活

動
で
支
障
を
来
た
す
事
に

な
る
。
教
育
環
境
の
整
備

充
実
か
ら
逆
行
す
る
も
の

で
、
な
ん
と
し
て
も
こ
の

連
絡
橋
は
存
続
さ
せ
る
べ

く
、
再
度
県
に
働
き
か
け

を
し
、
県
の
負
担
で
架
け

替
え
実
現
を
さ
れ
た
い

が
、
お
考
え
を
お
伺
い
す

る
。

●
教
育
長　

伊
奈
中
学
校

に
は
１
２
０
ｍ
の
距
離
に
、

市
道
と
市
道
を
結
ん
で
い
る

橋
、
通
称
伊
奈
中
学
校
橋
と
、

学
校
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
結
ん

で
い
る
橋
、
通
称
グ
ラ
ウ
ン

ド
橋
が
あ
り
、
県
の
負
担
で

の
架
け
替
え
を
平
成
21
年
度

か
ら
交
渉
し
て
い
る
が
、
県

は
許
可
を
得
て
い
な
い
橋
に

つ
い
て
、
市
の
負
担
と
い
う

見
解
で
、
交
渉
は
難
航
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

●
市
長　

通
称
グ
ラ
ウ
ン
ド

橋
に
つ
い
て
は
、
市
の
全
額

負
担
で
の
架
け
替
え
の
方
針

が
県
か
ら
示
さ
れ
、
何
度
も

県
の
土
木
事
務
所
を
訪
問
し
、

県
の
経
費
に
よ
る
架
け
替
え

を
お
願
い
し
た
が
、
今
の
と

こ
ろ
、
認
め
て
も
ら
え
な
い

状
況
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、

全
額
負
担
で
の
財
源
が
な
い

事
か
ら
、
生
徒
が
グ
ラ
ウ
ン

ド
ま
で
行
く
時
間
も
考
え
、

伊
奈
中
学
校
橋
を
グ
ラ
ウ
ン

ド
橋
の
方
向
に
近
づ
け
る
事

も
、
併
せ
て
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

●
副
市
長　

私
も
県
職
員
の

際
に
、
土
木
に
何
年
か
在
籍

し
て
い
た
事
も
あ
り
、
近
々

に
土
木
事
務
所
を
訪
問
し
、

ど
う
い
う
方
向
性
が
見
い
出

せ
る
か
、
話
し
合
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
平
成
23
年
度
予
算（
案
）

に
対
す
る
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
取
り
組
み
に
つ
い

て

　

☆
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

●
山
崎
議
員　
総
合
病
院
の
誘

致
に
は
、
医
療
圏
の
基
準
病
床
数
と

い
う
問
題
が
あ
る
。
県
内
に
あ
る

９
ヶ
所
の
医
療
圏
の
う
ち
、
７
医
療

圏
で
既
存
病
床
数
が
オ
ー
バ
ー
し

て
お
り
、
本
市
が
属
す
る
つ
く
ば

医
療
圏
は
３
３
６
床
の
オ
ー
バ
ー

で
あ
る
事
か
ら
、
２
月
１
日
に
副

市
長
と
健
康
増
進
課
長
同
行
の
も

と
、
県
庁
の
保
健
福
祉
部
を
訪
問

し
、
合
併
し
て
５
千
５
０
０
人
も

の
人
口
増
に
な
っ
て
お
り
、
市
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
は
不
可
欠
で
あ
る
な
ど
、
当
市

の
実
情
を
訴
え
て
参
っ
た
所
で
あ

る
。
担
当
者
に
よ
る
と
、つ
く
ば
市
、

守
谷
市
、
取
手
市
に
総
合
病
院
が
あ

る
た
め
、
設
立
は
無
理
で
あ
る
と

議
案
第
20
号　

平
成
23
年

度
つ
く
ば
み
ら
い
市
一
般

会
計
予
算

※
川
上
議
員
か
ら
反
対
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

※
今
川
議
員
か
ら
賛
成
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

討　

論

討　

論

山崎　貞美　議員

総合病院の誘致につい
て

の
説
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
幸

い
な
こ
と
に
24
年
度
は
基
準
病
床

数
の
見
直
し
の
時
期
で
あ
る
。
全

国
７
８
６
市
の
中
で
本
市
の
み
が

２
次
救
急
病
院
が
な
い
の
が
現
状

で
あ
り
、
病
院
が
出
来
る
こ
と
に

よ
り
、
小
児
科
の
24
時
間
体
制
及

び
産
婦
人
科
の
周
産
期
医
療
が
可

能
に
な
る
。
総
合
病
院
の
誘
致
は
、

市
長
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
掲
げ

て
お
り
、
政
治
的
指
導
及
び
政
治

的
判
断
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
だ
と
痛

感
す
る
。
市
長
の
決
意
の
ほ
ど
を

お
伺
い
し
た
い
。

●
市
長　

私
も
県
に
何
度
も

お
話
し
を
し
に
行
っ
て
い
る
が
、

現
状
と
し
て
は
難
し
い
と
の
回

答
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
口
の

増
加
率
が
全
国
で
５
番
目
の
こ

の
地
域
に
総
合
病
院
が
な
い
の

は
、
不
合
理
な
状
況
で
あ
る
事

か
ら
、
今
後
も
、
県
に
訴
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

●
副
市
長　
２
月
１
日
に
山
崎

議
員
と
共
に
県
の
保
健
福
祉
部

厚
生
総
務
課
を
訪
問
し
た
。
そ
の

際
の
議
員
の
熱
い
思
い
、
病
院
に

対
す
る
情
熱
は
、
県
の
担
当
者
に

は
伝
わ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
私

も
総
合
病
院
誘
致
に
向
け
、
鋭
意

頑
張
っ
て
参
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
職
員
の
人
事
異
動
に
つ
い
て

伊奈中学校とグラウンドを結ぶ
（仮称）グラウンド橋
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小小
中中学生のみなさんが学生のみなさんが議会議会を見学 !!を見学 !!

　市立福岡小学校（酒井校長）６年生、小張小学校（直井校長）６年生のみなさんが、議会の一般
質問を傍聴しました。
　感想文をお寄せ頂きましたので、その一部をご紹介します。
　なお、市議会では、21世紀を担う子供達に小中学生の時代から議会に興味を持っていただき、市
民にとってより一層身近で親しみやすい議会を目指す取り組みを平成 20年度より開始し、市内小
中学校単位での本会議傍聴を促進しています。

小張小　６年１組　大枝　優
ゆうや

也　さん

市議会を見学して
　市議会を見学して分かった事は、一つの事
を時間をかけて討論するという事です。ぼく
は、これまでは、問題などは、すぐに解決す
ると思っていました。だけど市議会を見て、
問題は、一つ一つ解決するという事が分かり
ました。一つを解決するのにかかる時間は、
早いと思っていましたが、すごく時間がかか
るので、すごく大変な仕事なんだなあと思い
ました。あと、中学校のグラウンドに行くた
めの橋についても、問題の一つに入っていた
ので、早く解決してもらいたいと思いました。

福岡小　６年１組　飯
いいずみ

泉　明
あ す か

日香　さん

市議会での見学を通して
　私は、市議会を見学して改めて感じたこと
があります。それは、議員の人たちが私たち
の生活にとても身近なことを話し合って決め
ているということです。私は、見学する前ま
では、「議会」というものは遠く感じていて、
自分には関係のない世界だと思っていました。
しかし、今回の見学で話し合われていた議題
は、みらい平に学校を新しく建てるとか、小
中一貫教育について、また病院建設などにつ
いてでした。私は、市議会での見学を通して、
「議会」というものは、とても重要であるとい
うことがよく分かり、そして私たちの生活が
よりよく変わっていくのだなと思いました。
いろいろ学べて、いい経験になりました。

小張小学校６年１組のみなさん

福岡小学校６年１組のみなさん
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平成23年 5月 19日発行　第20号

　「議会だより」についてのご意見・ご感想をお寄せください。今後の本誌編集の参考にさせ
ていただきます。また、議会についてのご意見等ありましたら併せてお聞かせください。
　〒 300-2492　つくばみらい市加藤 237番地　つくばみらい市役所　議会事務局まで
　☎ 58-2111　FAX20-5760　Ｅメール gikai01@city.tsukubamirai.lg.jp

◎ご意見ご感想をお寄せください◎◎ご意見ご感想をお寄せください◎

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
巨
大
地

震
に
お
き
ま
し
て
被
災
さ
れ
ま

し
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
被

災
地
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一

日
も
早
い
復
旧
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
３
月
定
例
会
も
３
日

に
開
会
し
、
18
日
に
閉
会
い
た

し
ま
し
た
。
３
月
議
会
は
次
年

度
の
予
算
審
議
で
、
我
々
議
員

も
真
剣
に
取
り
組
み
、
活
発
な

意
見
の
中
、
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
で
２
５
８
億
余
円
と
水

道
事
業
会
計
を
原
案
通
り
可
決

し
終
了
し
ま
し
た
。
今
後
行
政

側
は
、
こ
の
予
算
に
基
づ
き
効

率
的
に
「
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
」
を
求
め
執
行
さ
れ
る

よ
う
切
望
す
る
次
第
で
す
。

　

議
会
は
、
今
後
も
行
政
側
に

対
し
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
等
を
い
た
だ
き
な
が
ら
市

民
の
皆
様
の
信
託
に
応
え
て
、

議
会
本
来
の
役
割
で
あ
る
「
批

判
、
監
視
の
府
」
と
し
て
徹
し

て
参
り
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員　

横
張　

光
男

編編
▼▼

集集
▼▼

後後
▼▼

記記

東日本大震災の被災地に義援金を贈ります東日本大震災の被災地に義援金を贈ります

月　日 曜日 会議 内　容
６月　２日 木

本 会 議
開会

６月　３日 金 一般質問
６月　６日 月 一般質問、議案の委員会付託
６月　７日 火

常任委員会
総務常任委員会
教育民生常任委員会
経済常任委員会

６月　８日 水
６月　９日 木
６月１３日 月 本 会 議 委員長報告、質疑、討論、採決、閉会

※日程等については変更になる
場合があります。なお、会期日
程は、議会運営委員会（通常は
開会日の７日前に開催）で協議
され、定例会初日の本会議で決
定されますので、事前に議会事
務局までお問い合わせ下さい。

会期日程のお知らせ 平成23年第２回定例会は、平成23年第２回定例会は、
次のとおり開催される予定です。次のとおり開催される予定です。

　議会は、特別な場合を除き、だれでも傍聴することができます。
◎傍聴の手続き
　傍聴は、先着順で受付票に住所、氏名、年齢をご記入していただくだけで、傍聴席（定員 50人）
に入場できます。なお、常任委員会等の傍聴席は、定員５人となっています。
◎傍聴場所
　つくばみらい市の議会は、谷和原庁舎3階です。

市議会を傍聴しませんか !!

◎第１回臨時会　傍聴者数　０人　◎第１回定例会　傍聴者数　137人（内小中学生54人）

　この度の震災により、お亡くなりになられた方々のご冥福をお祈り申し上げ
ますと共に、被災された皆様に、衷心よりお見舞い申し上げます。
　議員は、東日本大震災の被害に対する支援として、総額 20万円の義援金を
贈りました。義援金は、全国市議会議長会の災害義援金口座を通して被災地
に届けられます。
　一日も早い被災地の復旧・復興を、お祈り申し上げます。


